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研究成果の概要（和文）：子どもの園生活開始に伴う保護者の気づきや変化について、入園前から卒園までにわ
たる継続的質問紙調査により検討した。結果、保護者の園選択理由は、実際に園を選択する過程で選択前よりも
具体的なものとなり、また、保育園か幼稚園かという入園先によっても異なるものとなった。入園直後は、子ど
もの戸惑う様子に心配をした保護者も、入園後しばらくすると、子育てを振り返る余裕ができ、自身の成長を感
じるようになった。

研究成果の概要（英文）： I researched the development of parents through the influence of their 
children's kindergarten or nursery life. Parents answered questionnaires from the start of their 
children's kindergarten or nursery life to the end. Results indicated the following: (1) Parents 
thought their children's kindergarten or nursery life, but they selected their children's 
kindergarten or nursery according to concrete reasons,(2) Selecting reasons differed from 
kindergarten children's parents and nursery children's, and (3) Parents assessed not only their 
children's growth through kindergarten or nursery life but also their own growth.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
多くの幼児が、一日の中のもっとも活動的
な時間帯を保育所や幼稚園(両者をまとめて、
以下では園と呼ぶ)で過ごしている。しかしな
がら、園で生活するということはそう簡単な
ことではなく、泣きながら登園したり、さら
には登園を拒否したりすることは、決して珍
しいことではない。保護者は、こうした子ど
もの様子に戸惑い、育児不安が助長されるこ
ともある。従来、心理学領域では、こうした
子どもの園へのなじめなさに対して、母子分
離不安と関連づけて検討することが中心で
あった。母親という強力な安全基地から離れ
ることへの不安が、泣きながらの登園や登園
拒否を引き起こすという仮説である。それに
対して、研究代表者である藤崎(2007, 2008, 
2009a, 2010)は、入園を｢生涯発達の中で幾度
となく繰り返される人生移行の最初の経験｣
(山本・Wapner 1992)と位置づけ、「幼児が家
庭生活とは異なる園生活の活動の成り立ち
を理解する」必要に迫られるライフイベント
であると考えて、幼児の入園後の様子を園生
活理解の視点から検討してきた。その結果、
泣いたり、不安な様子を示したりする子ども
も含めて、子どもたちは園生活を自分なりに
理解しようとし、また、保育者や保護者はそ
れを援助していることが明らかとなった。 
 一方、分離不安については、近年、保護者、
特に母親の側に注目した検討がなされ始め
ている。保育所に子どもを預けることを母子
分離状況として検討した柏木・蓮香(2000)は、
乳幼児の保護者が、子どもを預けることが母
子双方にとって積極的意味を持つこととと
らえつつも、罪悪感や懸念の強い母親もいる
ことを示唆している。これに対して、藤崎
(2009b)は、入園直後に保護者が家庭でとらえ
た子どもの様子を分析する中で、保護者は、
子どもの園生活適応を援助しているととも
に、保護者自身が子どもの様子を通して、園
生活に巻き込まれており、分離不安を感じて
いる保護者もいることを示唆した。また、藤
崎は、長年にわたって自治体の発達相談事業
に協力してきているが、1 歳 6 カ月健診や 3
歳児健診では問題が指摘されないものの、園
生活開始に伴って子どもの発達状況に心配
なことが出てきた事例を数多く担当し、実践
研究を重ねてきた（藤崎 2009, 藤崎・木原 
2010）。こうした事例の相談過程の中で、園
生活開始や園生活適応についての保護者の
不安の大きさ、保育者との連携の糸口を見出
すことの困難さに出会ってきた。 
 こうした研究成果を背景とすると、「入園
とは、保護者にとっても、子どもを家庭外の
生活へと送り出す移行体験である」との立場
から、保護者に焦点を当てて、子どもの入園
が保護者にとってどのような意味を持つの
かを検討することの重要性が確認できる。 
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２．研究の目的 
保護者は、子どもの入園を契機として、園
生活に関連した子どもの成長を実感する機
会も数多くある一方で、子どもの言動から不
安や戸惑いを感じることも多いと思われる。
そして、成長の実感のみでなく不安や戸惑い
などの経験を通して、「親としての発達」が
促されるのであろう。そこで、子どもの園生
活開始や園生活適応に果たす保護者の役割
を検討するとともに、子どもの園生活を通し
て保護者としてどのような気づきや育ちが
促されるのかを検討した。本研究の成果は、
園に通う子どもを持つ保護者に対する子育
て支援についての基礎的知見となる。 
本研究は、２つの研究方法によって行った。
第１は、保育所や幼稚園に入園する子どもの
保護者を対象とした、入園前から卒園までの
縦断的質問紙調査である。調査項目は、調査
時期に応じて、入園の時期や園選択について
の考え方、入園に向けての準備、入園後に家
庭で保護者に把握される子どもの様子とそ
れを受けての保護者の反応、就学に向けての
準備、などと変化させた。第２は、発達相談
の場における実践研究である。臨床例を検討
するとともに、発達相談のシステム整備にも
取り組んだ。これらの資料を基に、以下の 3
点について検討した。 
(1)小学校入学と比して、園の選択範囲は広い。
保育所か幼稚園かという大きな選択の他に
も、どのような保育目標を掲げ、どのような
保育形態をとり、どのような保育活動を重視
するのかにより、園の特徴は多様である。こ
うした多様性の中での園選択には、保護者の
子ども観や保育観(広義の教育観を含む)・子
育て観が反映されているであろう。そこで、
園選択基準や園選択行動に着目した。 
(2)入園までに形成された保育観・子育て観は、
入園後も折に触れて修正がなされるものと



思われる。修正の契機の１つは、目の前の子
どものみせる様子であろう。そこで、子ども
が、家庭において、園生活にかかわってどの
ような様子を見せるのか、園生活についてど
のように語るのかについての資料を得て整
理するとともに、こうした様子を受けた保護
者の対応を縦断的に捉えた。 
(3)子どもの様子を受けて、保護者は園に対し
てさまざまな働きかけを行い、同時に、園か
らもさまざまな働きかけがなされる。さらに、
他専門家(本研究では特に心理の専門家に注
目する)への相談へと展開することもある。家
庭と園との連携のありかた、連携における心
理の専門家の果たす役割について検討した。 
 
３．研究の方法 
子育て広場で協力を募る保護者に対する
縦断的質問紙調査と、所属大学が運営する
NPO が自治体に協力して実施する発達相談の
場での臨床実践研究、という 2種類の研究を
実施した。 
(1)縦断的質問紙調査 
入園前の園選択時期から開始し、卒園まで
の各年度に 3 回(入園年度)あるいは 2 回(進
級年度)郵送配布・回収にて行った。 
対象：研究開始時の子どもの年齢は 0歳から
2 歳とし、子育て広場にて 500 名程度の保護
者に対して調査依頼書を配布した。幼稚園入
園をひかえていると思われる2歳児のみでは
なく 0・1 歳児も対象とするのは、保育所入
園予定者あるいは就園前保育利用予定者を
含めて検討したいためである。 
研究期間：0・1歳児から開始することを踏ま
え、調査期間は 23 年度から 27 年度までの 5
年間とした。ただし、最終予定年度において
卒園していない対象児がいたため、1 年間の
研究延長を願い出て受理された。 
調査時期と調査内容： 
①継続調査対象者選定調査；23 年 9月に調査
依頼書(目的と方法、プライバシー保護と権
利擁護の方針を記載）と継続調査協力同意書、
および 1 回目質問紙調査用紙とを配布した。
継続調査の同意が得られた対象者について
のみ、以後の調査を行った。24 年 2月に 2回
目調査を行い、翌年度入園予定があるかどう
かの確認をした。翌年度の入園が決まった対
象者については、該当園を選んだ理由、入園
先決定までの経過、入園に向けての取組みの
様子、園生活への保護者の期待と不安などを
たずねた。入園予定なしと答えた対象者につ
いては、その理由や利用予定の子育て資源を
たずねた。入園予定なしと答えた対象者につ
いては、入園決定まで、毎年度 9月と 2月に
家庭生活の様子や子育て資源利用について
たずねた。 
②園生活調査；入園年度には 4 月・7 月およ
び 2月に調査を実施し、進級年度には 7月お
よび 2 月のみ実施した。4 月調査では、入園
前に取り組んだ準備、基本的生活習慣の獲得
状況、入園式に参列しての子どもの様子と保

護者の感想、入園直後の子どもの様子と保護
者の感想や対応などを中心とした。7 月調査
では、7 月時点での基本的生活習慣の獲得状
況とそれへの保護者の配慮、子どもが園生活
を家庭で再現したり話したりしている様子、
前回調査以降7月までに子どもにみられた戸
惑いとそれへの保護者の対処、子どもの成長
を感じる点などを中心とした。2月調査では、
2 月時点での基本的生活習慣の獲得状況とそ
れへの保護者の配慮、子どもが園生活を家庭
で再現したり話したりしている様子、前回調
査以降に子どもにみられた戸惑いとそれへ
の保護者の対処、子どもの成長を感じる点、
進級への子どもと保護者の期待と不安(5 歳ｸ
ﾗｽ児では就学への期待と不安、および就学へ
の準備状況)などを中心とした。 
質問紙調査用紙の配布と回収：継続調査対象
者選定調査のみ所属大学が運営するNPOの子
育て広場で配布したが、その回収、およびそ
れ以降の調査用紙の配布と回収はすべて対
象者に郵送で行った。 
結果の概要の送付：対象者の利益保護を図る
ため、調査実施ごとに、結果の概要をまとめ
た文書を作成して、調査対象者に郵送した。 
(2)発達相談実践研究 
 年度に限定せず、以下の 3点の内容を実施
した。①自治体に協力して所属大学の NPO に
て実施する発達相談事例のうち、園生活開始
および園生活適応に絡んだ事例についての
事例検討。②医療・福祉・教育・保育等関係
諸機関との連携もはかりつつ、よりよい支援
システム構築について検討。③該当児や保護
者の支援を行う際の留意点や相談システム
向上について検討。 
 
４．研究成果 
 目的と対応して、以下のような結果が得ら
れた。 
(1)保護者の園選択理由 
保護者の入園先選択理由をとらえるため、
入園先選択理由尺度を作成した。入園先には、
幼稚園と保育園、および子ども園があるが、
まず、入園先を問わずに尺度作成を行った。
尺度は、4因子で構成された。〈遊び重視・保
育者信頼〉はのびのびとした遊びに関する項
目と保育者と保護者の良好な関係に関する
項目が合体した因子、〈教育〉はしつけや知
的活動に関する項目からなる因子、〈友だち〉
は子どもの友だち関係に関する項目からな
る因子、〈委託〉は保育時間の長さや給食が
あることなどに関する項目からなる因子で
ある。 
次に、入園先を選択する前と後とで選択理
由に差があるかどうかを検討するため、選択
前調査(継続調査対象者選定調査時)と入園
直前調査とを比較した。保育園・幼稚園別に、
各因子得点が選択前と選択後で差があるか
どうかを検討するために、対応のあるｔ検定
を行った結果、両園ともにすべての因子にお
いて、選択前よりも選択後の得点が有意に低



かった。次に、保育園と幼稚園の差の有無を
検討するため、因子別および選択前・選択後
別に対応のないｔ検定を行った。結果、選択
前・選択後ともに、〈遊び重視・保育者信頼〉
因子は園間に差がなく、〈委託〉因子は保育
園のほうが幼稚園よりも高い、という 2点で
は変化はなかったが、〈教育〉因子と〈友だ
ち〉因子では、選択前は差がなかったが、選
択後は幼稚園のほうが有意に高かった。入園
先として保育園か幼稚園かは決まっている
ものの具体的な園選択を行っていない段階
では、保育園特有の「委託」因子得点に差が
みられるものの、その他においては重視の程
度は差が無く、実際の園選択の過程で「教育」
や「友だち」において差が出てくることがわ
かる。 
園選択の過程で、選択理由に変化がみられ
たことから、改めて、幼稚園および保育園と
いう入園先別の尺度を作成した。結果、入園
先選択理由尺度保育園版は〈のびのび保育〉
〈保育者との連携〉〈教育・しつけ〉〈友だち〉
の 4因子で構成され、幼稚園版は〈のびのび
保育〉〈教育・しつけ〉〈周辺特徴〉〈委託〉〈保
育者への親しみ〉の 5因子で構成された。両
尺度において、〈のびのび保育〉〈教育・しつ
け〉という保育内容に関する因子は園間でほ
ぼ共通する内容であった。一方で、保育者に
かかわる因子は、｢親しみやすい｣といった両
園で共通する項目もあるものの、幼稚園では
｢明るい｣が重視された〈保育者への親しみ〉
因子となり、保育園では保護者や子どもの特
徴との適合が重視された結果〈保育者との連
携〉となった。また、保育園では<友だち>因
子が抽出されたが、幼稚園では保育内容以外
の園の特徴(園児数の多さや、男性の先生の
存在など)や委託にかかわる内容が因子を構
成するなど、異なる特徴も見られた。入園先
により選択理由の構造が異なることが示唆
された。 
(2)子どもの様子と保護者の変化 
入園後の子どもの戸惑いや成長をどのよ
うに捉えるのかと関連させつつ、7 月時点で
の保護者にとっての子どもの入園の意味づ
けを検討するため、①入園後の子どもの戸惑
いの様子、②7 月時点での子どもの成長の様
子、③7 月時点で保護者が感じている自身の
変化、の 3調査項目を分析対象とした。①・
②・③の回答について KJ 法に基づいてカテ
ゴリ分けを行った結果、幼稚園保護者に比べ
て保育園保護者の方が、子どもの戸惑いを記
述する割合が高かった。戸惑いの内容は、泣
きなどの[母子分離]と[他児とのかかわり]
については同程度であるが、[病気]は保育園
保護者に多かった。こうした戸惑いがありつ
つも、7 月にはすべての保護者が子どもの成
長を感じていた。両保護者は、ほぼ共通する
内容をあげていた。保護者の成長の記述では、
両者に共通して[子育てのふりかえり]と[子
どもを叱ることが減る]が回答されていた。
[子どもを叱ることが減る]という記述には

必ず｢イライラが減り｣と理由づけられてい
た。保育園保護者では、一緒に過ごす時間が
少なくなることや子どもの戸惑いの様子を
踏まえて、一層[子どもとかかわる時間を大
切に]するようになっていた。幼稚園保護者
は [子の成長を感じ嬉しい]というような子
どもに関する記述の他、[時間に余裕ができ
てホッとした][ママ友ができた]と記述する
人もいた。これらの結果から、保護者にとっ
ての子どもの入園の意味は、入園先によって
異なることが推察できた。特に、幼稚園入園
児の保護者にとっては、子どもの入園は、子
育ての負担を軽減し、家庭外の人々とのネッ
トワークを開く契機となることが示唆され
た。 
(3)心理の専門家の果たす役割と専門性向上 
 自治体に協力して所属大学のNPOにて実施
する発達相談事業は、いわゆる療育事業では
ない。相談事例を分析した結果からは、専門
機関での相談には躊躇がある「保護者の気づ
き」や「ちょっとした不安」を、必要であれ
ば地域の支援事業の枠組みにつなぐ役割を
果たしていた。相談担当者には、気づきや不
安に対応するわずかな発達上の弱さをアセ
スメントする専門性が期待されるといえよ
う。こうした専門性向上には、研究を受けた
りすることが不可欠だが、個々の事例につい
てのスーパービジョンが欠かせない。文献検
討からは、スーパービジョンの専門性向上も
重要であること、スーパービジョンの専門性
向上の道筋が示唆された。 
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